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題字「尚徳」は，住川英明教授（地域学部）

新年度になって

校長 小枝 達也

新しい年度が始まりました。４月当，初寒かった

り，風がとても強かったりと，天気予報ばかり気に

かける毎日でした。「爆弾低気圧」という言葉も初

めて耳にしました。

そんな中，４月９日に平成２４年度入学式が執り

行われました。６９名の新１年生が緊張気味の顔を

して入学してきました。今年度から文部科学省主導

による大学附属小学校の学級定員見直しにより，１

学級３５人となりました。学級定員が少なくなった

分，一人一人の子どもたちに今まで以上に目が届く

ようになります。しっかりとした学力，生活力，社

会能力を育んでいきたいと思っています。４月２５

日から２７日の２泊３日の「旅の学校」もみんな元

気に参加しましたし，５月７日の「砂の学校」も力

いっぱいがんばりました。一つ一つの行事を大切に

して取り組んでいきたいと考えています。

今年度の学校経営につきましては，昨年度と同じ

としました。まだ，達成できていないことがあるか

らです。特に新しいことをするのではなく，毎日の

学校教育，学校生活の一つ一つを丁寧にやっていこ

うと思っています。

今年の冬に幾度となく見舞われた大雪の朝は，な

るべくＪＲで出勤するようにしました。そして，登

校途中の児童を見ておりましたが，なんと子どもた

ちは，私に気づかなくても，お行儀がよいのです。

ところが，下校時には大きな声で呼び合って騒いだ

り，ふざけたりと，楽しそうではあるのですが，バ

スやＪＲの中では迷惑がかかるといった状態になり

ます。

こうした実態が分かりましたので，今年度は帰り

の会で「心を落ち着かせて」から下校をするという

ことを徹底して指導しています。さあ，今度はこっ

そりと帰りのＪＲにも乗り込んでみようと思ってい

ます。

【本年度の研究について】

子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが確確確確かにかにかにかに思考思考思考思考をををを高高高高めるめるめるめる学学学学びびびび合合合合いいいい（（（（２２２２年次年次年次年次））））

～～～～教材研究教材研究教材研究教材研究をををを生生生生かしたかしたかしたかした授業実践授業実践授業実践授業実践～～～～

本校では，各教科・領域において，授業を科学化

するために「教材」「子ども」「教師」の三者の関

係を視点とした授業構成と授業評価を行っていま

す。子どもたちの学びを創るプロセスが授業である

ならば，教師は子どもたちのよりよい学びを創るた

めの支援者でなければならないと考えます。学びを

創る主体者である子どもたちと，その子どもたちに

寄り添う教師によって，授業は創造的なものになり

ます。したがって，よりよい学びを創るための支援

者となるために，三者の関係から授業を科学的に捉

え直し，子どもたちの主体的な活動を柱に授業を構

成しました。

一昨年度までの研究の成果と課題として，個の力

の高さは感じるのですが，それを集団のなかで発揮

する力をさらに高める必要があると考えました。ま

た，附属校の研究では，「教育研究とはこうあるべ

きだ」という公立小学校が手本とするような提案性

や，授業実践の本質に迫ることのできる教授理論に

基づいた確かな実践などが求められます。そこで，

昨年度から，「子どもたちが確かに思考を高める学

び合い」というテーマを設定し，研究を行うことと

しました。

２年次の研究となる今年度は，以下の点にしぼっ

た実践を試みることとしました。

・各教科における，「現在，一般的に行われている

教材研究の問題点や課題」を明らかにして，その

課題の解消のためにどんな切り口で教材研究をす

るかについて提示する。

・「○○科における教材研究は，本来こうあるべき

だ。」といった主張のもとに教材研究を進めて授

業実践を行う。

・個の力を集団の高まりにつなげる効果的な教材研

究のあり方を探り，明らかにしていくことで，子

どもたちが思考を高める学び合いを目指す。

また，昨年度に引き続き，幼稚園との連携につい

ても推進していきたいと考えています。

なお，本年度の研究発表大会は，

平成２４年１０月２０日（土）に

開催を予定しています。




